
学

h、
τE 

崎一翼

幸長

。
平
成
二
年
大
塚
漢
文
学
会
大
会

六
月
二
十
三
日
(
土
)

東
京
都
教
職
員
互
助
組
合
教
育
会
館

〔
研
究
発
表
〕

一

、

朱

鉢

尊

の

詩

論

を

め

ぐ

っ

て

筑

波

大

学

二
、
初
麿
詩
に
お
け
る
水
石
の
拙
写
と
元
結
の
詩
文
に
つ
い
て

文
教
大
学

三

、

話

康

の

文

学

と

思

想

に

つ

い

て

法

政

大

学

問
、
天
道
幽
且
遠
i
i
l
陶
淵
明
の
合
理
主
義
的
二
回
に
つ
い
て

上
国
高
校

五
、
周
予
同
に
つ
い
て
|
|
|
経
学
と
五
回
運
動

群
馬
工
業
高
等
専
門
学
校

六

、

貌

源

の

公

羊

学

に

つ

い

て

筑

波

大

学

七
、
「
老
子
」
王
弼
注
に
お
け
る
道
と
無
国
学
院
大
学

入

、

論

誌

の

指

導

麹

町

中

学

九

、

漢

文

授

業

の

起

承

転

結

静

岡

県

教

育

委

員

会

十

、

中

国

に

お

け

る

古

典

教

育

京

都

教

育

大

学

〔外化ム五〕

一
、
開
会
の
辞

二
、
議
長
選
出

三
、
委
員
長
挨
拶

間
嶋
潤
一
氏
を
選
出

ノi、
1コl
iコ

安加
藤慈

上
回

青小安中中阿
木倉居里子村 J11 

1
1
4
1
4
 

J

J

l

i

 

水
沢
委
員
長 l:g 

四
、
諸
報
告

(

1

)

庶
務

(

2

)

企
画

(
3
)
会
報
編
集

五
、
議
事

(
1
)
平
成
元
年
度
決
算

(

2

)

平
成
二
年
度
子
算

六
、
閉
会
の
辞

O
月
例
会

広怯

大
塚

大
塚

平
成
二
年
十
二
月
一
日
(
土
)

桜
蔭
会
館

一
、
初
出
誌
に
お
け
る
魯
迅
小
説
の
語
業
語
法
に
つ
い
て

筑
波
大
学
大
塚

一
、
李
陵
の
禍
に
つ
い
て
東
京
工
業
高
等
専
門
学
校
吉
原

O
月

例

会

平

成

三

年

三

月

九

日

(

土

)

桜
蔭
会
館

一
、
康
有
為
の
芸
術
論
と
そ
の
周
辺群

馬
女
子
短
大
非
常
勤
講
師

一

、

中

留

映

画

の

現

状

と

問

題

点

文

教

大

学

武
五男総 佼修
郎三子達也三

委
良

伊

原

委

員

田
部
井
委
員

高

橋

委

員
委委委
員負員

英秀
夫明
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大
塚
漢
文
学
会
々
刻

一
、
本
会
は
大
壕
漢
文
学
会
と
称
す
る
。

二
、
本
会
は
漢
文
学
及
び
漢
文
教
育
の
研
究
と
普
及
と
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

一
ニ
、
本
会
の
会
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー
、
旧
東
京
教
育
大
学
漢
文
学
会
々
員
で
あ
っ
て
参
加
を
希
望
す
る
者

2
、
そ
の
他
入
会
を
希
望
す
る
者

問
、
本
会
の
主
な
事
業
は
左
の
通
り
で
あ
る
c

ー

、

総

会

年

一

回

2
、

例

会

年

約

三

回

3
、
学
会
誌
及
び
会
員
名
簿
の
発
行

4
、
そ
の
他
必
要
な
事
項

五
、
本
会
の
役
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー

、

委

員

長

一

名

2
、

委

員

若

干

名

3
、

編

集

委

員

若

干

名

六
、
役
員
の
缶
務

1
、
委
員
長
は
本
会
を
代
表
し
委
員
と
と
も
に
運
営
に
あ
た
る
C

2
、
委
員
は
本
会
の
庶
務
・
会
計
・
企
画
を
分
担
す
る
。

3
、
編
集
委
員
は
学
会
誌
の
発
行
に
あ
た
る
c

七
、
役
員
の
選
出
及
び
任
期

ー
、
委
員
長
は
委
員
の
互
選
に
よ
る
。

2
、
委
員
は
会
員
の
互
選
に
よ
る
。

委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
委
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

編
集
委
員
は
委
員
会
が
委
嘱
す
る
。

3 

4
任
期
は
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
重
任
は
差
し
支
え
な
い
c

入
、
会
員
は
会
費
年
額
四
千
円
を
納
め
る
。

九
、
本
会
々
射
の
変
更
は
委
員
会
の
審
議
を
経
て
総
会
出
席
者
の
過
半
数
の
承

認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
c

前
期
l
、
本
会
則
は
昭
和
五
十
四
年
六
月
二
十
三
日
よ
り
東
京
教
育
大
学
漢
文

学
会
々
別
に
代
っ
て
発
効
す
る
。

2
、
太
・
会
の
事
務
所
を
当
分
の
間
筑
波
大
学
文
芸
言
語
学
系
中
国
文
学
研

究

室

に

置

く

。

以

上

中
国
文
化
一
九
九
一

漢
文
学
会
会
報
四
九
号

一

編

輯

者

高

橋

均

・

謡

口

明

・

大

上

安

藤

信

広

・

小

谷

一

郎

・

白

井

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
三
ノ
一

O

株

式

会

社

共

立

社

印

腕

所

電
話
(
一
一
三
六
一
〉
二

O
二
八

F
A
X
(
五
三
九
一
一
)
八
七
八
八

茨
城
県
つ
く
ば
市
天
王
台
一

states'

一
i
一

筑
波
大
学
文
芸
言
語
学
系
内
(
千
一
ニ

O
五〉

大

塚

漢

文

学

会

編
集
委
員

(
哲
学
・
思
想
)
小
林

(
文
学
・
語
学
)
牛
島

(
漢
文
教
育
)
鎌
田

印
刷
所

発
行
所

徳信
正次明

金 内 加
子 山 賀

栄
治
・
水
沢
利
忠

知
也
・
伊
藤
虎
丸

泰
一
ニ
・
田
部
井
文
雄
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平
成
三
年
六
月
二
五
日
印
刷

平
成
三
年
六
月
二
九
日
発
行

啓正
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